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せる」としたことに対して，「あらかじめ教 聞き 2 そし℃ 聞いてもらう権利… (5)教
育内容を設定するから，講義式の授業にな 室の中で，私は，自分について学ぶ権利…」
るのではなく，設定の仕方によって，講義 （深谷昌志『孤立化する子どもたち』日本放














会認識を教室に一』（同時代社， 1998年）を ように， 1990年代の「授業研究のパラダイ
参照のこと。 ム転換」の功罪というものを視野に入れな




































































































座 日本通史別巻 1 歴史意識の現在』



















集』第 1号， 2013年， 115頁）ことこそが
大前提であるとするのは，このことにかか
わっている。歴史研究の成果が織り込まれ
ているはずの教科書それをきちんと読み
解けるようにするためには， どうすればよ
いのか，教師の専門性に関わって重要な論
点になっている。
33)小林よしのり『天皇論』（小学館， 2009年）
120頁。
34)近年の鎌倉幕府の成立に関しては，川合康
『鎌倉幕府成立史の研究』（校倉書房， 2004
年）参照のこと。また，入間田宣夫「鎌倉
幕府はいつ，いかにして成立したか」（『争
点 日本の歴史』第 4巻，新人物往来社，
1991年）が簡潔にまとめられている。
35)拙稿「『東アジア史』で考えるー歴史教育に
わたるということ一」（『岩手大学文化論叢』
第7・8輯， 2009年）。
36)北尾前掲論文， 53頁。
37)須賀忠芳「く書評＞加藤公明・和田悠編『新
しい歴史教育のパラダイムを拓くー徹底分
析！加藤公明「考える日本史」授業』」（『中
等社会科教育研究』第31号， 2012年）。も
し，須賀が指摘するように反論を許さず，
多角的な検討と検証に，道を閉ざすような
ものとなっていれば，それは運動として進
められているからではないかと思えてくる。
加藤式討論授業の推進普及運動となってい
れば，それを批判するものは，運動に敵対
するものとして，非難が浴びせられること
になる。法則化運動や近現代史授業改革運
動など，教育実践は本来的に運動としての
側面を胚胎するものなのか，これは戦後
教育実践史を検討するうえでの難問になっ
ている。
38)加藤公明・和田悠編前掲書， 12頁。
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39)本稿において，和田に対して，いささか厳し
い反批判をおこなったのは，私と加藤の両方
の議論を乗り越えるところにこそ，新しいパ
ラダイムの可能性があったのではないかとい
う期待があったことによる。例えば，私など
は， 1990年代初頭の歴史教育者協議会の前
近代部会で加藤実践に触れたのだが，そこで
の加藤は，大阪の岩田健らと激しい論争を
繰り広げ，それは，まさに，「教え込み」追
放の名の下に，「何を教えるべきかについて，
真剣に考え，こだわる教師を，『教え込み』
の張本人として告発し，旧態依然と決めつ
け」（大塚賢司「デイベートと人格形成一民
主主義的人格，『公民的資質」とのかかわり
を意識して一」『未来をひらく教育』第 101
号， 1995年）て，糾弾するものであった。
その「あまりにも乱暴」な加藤の主張に対し
て，異議申し立てをおこなったことが私の出
発点であり，それが現在まで続く応酬となっ
ている。そうしたところとは無縁である「特
権」を若い世代は有している。それゆえに，
運動とは別の冷静な分析が可能になっていく
のではないだろうか。
40)石井英真「授業研究における教師の学びの
質を問い直すー戦後授業研究史の展開をふ
まえて一」（日本教育方法学会 第49回大
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会公開シンポジウム「授業研究による教
師の力量形成」資料， 2013年10月，埼玉大
学）。
41)石井英真「社会科における『教科する』授
業の創造ー加藤公明の歴史授業をめぐる論
争に焦点を当てて一」（石井英真編『「教科
する」授業を目指す中学校教育のデザイン』
科学研究費補助金中間報告書， 2011年）。
※脱稿後「鎌倉幕府の『成立』はいつか」を特
集した『歴史地理教育』（第815号 2014年）
を得た。現在の「成立」をめぐる論点が明快
に示されている。
